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行政などの50以上の団体により、健康講演、展示、体
験、啓発活動及び物販が催される健康・福祉に関連す
る最大のイベントです。
　今年の健康ふくしまつりは10月28日（日）に開催され、
あいにくの雨天となりましたが、約3,000人の人出で賑わ
いました。
　また、今年は壬生町に「かんぴょう」が伝来して300年
ということもあり、夕顔の栽培体験や学校給食でのかん
ぴょう料理なども紹介されました。

第２６回壬生町健康ふくしまつり（壬生町）

■巻頭言

  「日本一 住みたいまち
   　　　　おおたわら」を目指して
　　　　  　　　　　　　　　　大田原市長　津久井  富雄
̶
■メインテーマ

平成24年度
全国市町村国保主管課長研究協議会
̶
■国保運協会長プロフィール

国民皆保険制度を維持するために
　　　　　　　　　　　　　　　　益子町　鶴見　平

̶
■私の趣味と健康法

朝の散歩
塩谷町住民課 課長 中島 　正
̶
■突撃ルポ 保険者みてある記
第99回　壬生町

　交通の利便性が高く、発展が見込まれる町
̶
■収納率あっぷルポ

那珂川町
̶
■特別寄稿①

第3回
ヘルスコミュニケーション思考のすすめ

株式会社キャンサースキャン　石川　善樹
̶
■特別寄稿②

連載3
超高齢時代の生活保障　③いかに最期を迎えるか
特別養護老人ホーム よみうりランド花ハウス施設長　小畑　洋一
̶
■保健師活動報告

宇都宮市の特定健診等における一考察
宇都宮市保健所　健康増進課  湊　裕子
̶

1

2

4

5

6

9

10

13

15

■保険者だより　

食生活を見なおして健康づくり
　　　　　　　　　　　　　　　日光市

̶
■ただいまこくほ最前線

小山市 国保年金課 国民健康保険係
主　事　石橋　康宏

上三川町 保険課 国保係
主事補　伊澤　沙織
̶
■リポート

平成24年度国保事務担当職員研修会
̶
■第三者行為損害賠償求償事務コーナー
̶
■歩こう、歩こう！　あの道この道

　史跡を訪ねて
̶
■国保連合会のうごき

平成24年12月、平成25年1月、2月
■編集後記

17

18

19

20

21

22



1

平
成
17
年
10
月
に
湯
津
上
村
、
黒
羽
町

と
合
併
し
、
新
た
な
大
田
原
市
と
し
て
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
３
市
町
村
は
、
古
く
か
ら
強
い
関

わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
生
活
の
結
び
つ
き

と
人
心
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
理
想
的

な
合
併
が
実
現
し
た
と
い
え
ま
す
。

本
市
は
、
鮎
の
漁
獲
量
日
本
一
の
清
流

那
珂
川
や
箒
川
が
流
れ
て
お
り
、
八
溝
山

系
の
美
し
い
山
並
み
が
連
な
る
日
本
の
原

風
景
が
残
る
地
域
で
す
。
日
本
三
古
碑
の

一
つ
で
あ
る
国
宝
「
那
須
国
造
碑
」
が
祀

ら
れ
、
日
本
一
美
し
い
と
い
わ
れ
る
二
つ

の
前
方
後
方
墳
を
は
じ
め
数
多
く
の
古
墳

が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
源
平
屋
島
の
合
戦
の
英
雄
で
弓

の
名
手
「
那
須
与
一
」
ゆ
か
り
の
地
で
あ

り
、
居
城
跡
で
あ
る
高
館
城
跡
が
あ
り
ま

す
。
俳
聖
「
松
尾
芭
蕉
」
が
「
お
く
の
細

道
紀
行
」
で
最
長
逗
留
し
た
地
で
も
あ
り
、

雲
巌
寺
や
大
雄
寺
な
ど
の
数
多
い
歴
史
文

化
遺
産
が
残
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
大
田
原
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
り
ま

す
。
豊
か
な
自
然
と
長
い
歴
史
に
培
わ
れ

た
暮
ら
し
を
守
り
な
が
ら
、「
住
ん
で
よ
か

っ
た
」、「
住
み
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
将
来
像
を

「
住
む
人
が
輝
き
　
来
る
人
が
や
す
ら
ぐ

幸
せ
度
の
高
い
ま
ち
」
と
定
め
、
市
民
が

愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
理
想
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、「
安
全
安
心

な
く
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
」「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」「
健
康
で
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
」

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」「
人
が
輝

く
ま
ち
づ
く
り
」
の
６
つ
を
重
点
テ
ー
マ

に
設
定
し
、
各
種
の
政
策
及
び
施
策
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
で
は
、
大
田
原
市
の
自

然
、
文
化
、
生
活
な
ど
の
地
域
資
源
を
都

会
の
人
々
が
求
め
る
旅
行
商
品
と
す
る
こ

と
で
、
都
市
と
大
田
原
市
を
行
き
交
う
新

た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広
め
、
地
域
を

活
性
化
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
の
面
に
つ
い
て
は
、
中
核
医
療
機

関
で
あ
る
大
田
原
赤
十
字
病
院
が
、
本
年

７
月
に
最
新
の
設
備
と
機
能
を
備
え
た
那

須
赤
十
字
病
院
と
し
て
移
転
開
院
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
地
域
の
休
日
夜
間

診
療
所
等
を
統
合
し
、
新
病
院
敷
地
内
に

那
須
地
区
夜
間
急
患
診
療
所
を
開
設
し
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
急
患
診
療
体
制
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
や
Ｂ
型
肝

炎
、
お
た
ふ
く
や
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
の
ワ

ク
チ
ン
の
助
成
や
、
こ
ど
も
医
療
費
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
対
象
年
齢
を
中
学
３
年

生
ま
で
を
高
校
３
年
生
ま
で
と
拡
大
す
る

な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
医
療
分
野

の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

身
近
な
健
康
づ
く
り
で
は
、
市
内
全
域

に
１
㎞
か
ら
10
㎞
の
17
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
置
し
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
」
と
歩
い
た
歩
数
を
記
録
す
る
た
め
の

「
わ
た
し
の
健
康
貯
筋
歩
」
を
作
成
し
、

「
歩
け
歩
け
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保

健
委
員
と
協
力
し
な
が
ら
特
定
健
康
診
断

受
診
率
向
上
に
努
め
、
特
定
保
健
指
導
に

よ
り
早
期
の
生
活
習
慣
病
予
防
や
専
門
医

の
早
期
受
診
に
繋
げ
、
ま
た
長
期
化
し
た

疾
病
を
持
つ
重
複
・
頻
回
受
診
者
を
保
健

師
等
が
訪
問
指
導
す
る
な
ど
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

制
度
が
複
雑
化
し
、
事
務
が
煩
雑
化
す

る
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
健
全
な
国
民

健
康
保
険
財
政
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

大田原市長大田原市長
津久井  富雄津久井  富雄
大田原市長
津久井  富雄

「
日
本一　

住
み
た
い
ま
ち

「
日
本一　

住
み
た
い
ま
ち

      

お
お
た
わ
ら
」を
目
指
し
て

お
お
た
わ
ら
」を
目
指
し
て

「
日
本一　

住
み
た
い
ま
ち

   

お
お
た
わ
ら
」を
目
指
し
て

巻頭言巻頭言巻頭言



全国から国保関係者が参集して、
収納対策や保健事業などについて学ぶ
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国
保
中
央
会
は
平
成
24
年
８
月
29
日

（
水
）
に
、
東
京
都
内
の
日
本
教
育
会
館

「
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
平
成
24
年

度
全
国
市
町
村
国
保
主
管
課
長
研
究
協
議

会
を
開
催
し
た
。
全
国
か
ら
５
０
６
市

（
区
）
町
村
の
国
保
主
管
課
長
を
は
じ
め
、

都
道
府
県
や
国
保
連
合
会
職
員
な
ど
計
６

９
６
人
の
国
保
関
係
者
が
参
加
し
た
。
な

お
、
栃
木
県
内
か
ら
は
８
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
、
国
保
中
央
会
柴
田
雅

人
理
事
長
は
、
改
正
国
保
法
や
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
関
連
法
が
成
立
し
た
こ

と
を
受
け
、「
制
度
的
に
は
様
々
な
こ
と
を

実
施
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
国
保
の
運
営

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
保
険
者
の
努
力

だ
け
で
は
い
か
ん
と
も
し
難
い
部
分
が
あ

り
、
我
々
も
国
庫
負
担
の
更
な
る
投
入
な

ど
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
国
保
関
係
者
と
し
て
努
力
し
て
い

る
姿
を
広
く
示
し
て
い
く
こ
と
も
大
事

だ
。」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
審
査
支
払
機
関
の
統
合
や
競
争

を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
国
保
連
合

会
と
支
払
基
金
の
機
能
や
性
格
の
違
い
に

触
れ
た
上
で
、「
い
ず
れ
地
域
保
険
に
一
本

化
し
て
い
く
中
で
、
医
療
保
険
制
度
の
体

系
を
見
直
す
時
に
解
決
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。」
と
述
べ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
厚
生
労
働
省
前
保
険

局
国
民
健
康
保
険
課
長
（
現
保
険
局
総
務

課
長
）
k
谷
浩
樹
氏
が
、
平
成
24
年
４
月

に
成
立
し
た
改
正
国
保
法
に
つ
い
て
触
れ
、

「
①
財
政
基
盤
強
化
策
の
恒
久
化
、
②
保
険

財
政
共
同
安
定
化
事
業
を
全
て
の
医
療
費

に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
る
財
政
運
営
の
都

道
府
県
単
位
化
の
推
進
、
③
都
道
府
県
の

財
政
調
整
機
能
の
強
化
と
共
同
事
業
の
拡

大
の
円
滑
な
推
進
に
向
け
た
都
道
府
県
調

整
交
付
金
の
割
合
の
引
上
げ
」
と
ポ
イ
ン

ト
を
３
つ
説
明
し
た
。

ま
た
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
つ

い
て
も
触
れ
、
市
町
村
国
保
の
低
所
得
者

全国から国保関係者が参集して、
収納対策や保健事業などについて学ぶ

来賓挨拶をする厚労省前保険局
国保課長（現保険局総務課長）

k谷浩樹氏

主催者挨拶をする国保中央会
柴田雅人理事長

平成24年度
全国市町村国保主管課長研究協議会
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に
対
す
る
財
政
支
援
の
強
化
に
向
け
、
約

２，

２
０
０
億
円
の
公
費
の
追
加
投
入
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

国
保
の
現
状
と
課
題
を
説
明

引
き
続
き
、
厚
生
労
働
省
前
保
険
局
国

民
健
康
保
険
課
長
（
現
保
険
局
総
務
課
長
）

k
谷
浩
樹
氏
が
、「
国
民
健
康
保
険
制
度
の

現
状
と
課
題
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

冒
頭
、
市
町
村
国
保
の
抱
え
る
構
造
問

題
と
し
て
、「
年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
が

高
い
、
低
所
得
者
が
多
く
財
政
基
盤
が
弱

い
、
小
規
模
保
険
者
や
市
町
村
格
差
の
問

題
な
ど
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
問
題
が
あ

る
。」
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
改
正
国
保
法
や
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
の
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
た
。

最
後
に
、「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
関

連
法
は
成
立
し
た
が
、
市
町
村
国
保
の
構

造
問
題
へ
の
対
応
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は

な
い
。
引
き
続
き
国
と
地
方
の
協
議
の
場

も
活
用
し
な
が
ら
構
造
問
題
へ
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
、
議
論
し
て
い
き
た
い
。」
と

述
べ
、
保
険
料
徴
収
や
保
健
事
業
な
ど
保

険
者
と
し
て
の
取
り
組
み
を
求
め
た
。

収
納
対
策
は
愚
直
な
積
み
重
ね
か
ら

続
い
て
、
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
収

納
率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
小
金
丸
良
氏
が
、

「
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
対

策
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

冒
頭
、
小
金
丸
氏
は
、「
収
納
対
策
の
方

法
は
出
尽
く
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
地

道
に
や
れ
ば
よ
い
。」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、「
滞
納
者
に
は
、
払
え
る
の
に

払
わ
な
い
タ
イ
プ
と
払
い
た
い
の
に
事
情

が
あ
っ
て
払
え
な
い
タ
イ
プ
の
２
種
類
が

あ
る
。
よ
く
見
極
め
た
上
で
、
悪
質
な
滞

納
者
に
は
滞
納
処
分
な
ど
厳
し
く
対
応
し

て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
た
。
一
方
、「
国
保

は
命
や
健
康
を
守
る
最
後
の
手
段
な
の
で
、

財
産
調
査
や
面
談
な
ど
に
時
間
を
か
け
、

短
絡
的
な
滞
納
処
分
は
避
け
て
ほ
し
い
。」

と
も
述
べ
た
。

ま
た
、
収
納
対
策
で
は
、
収
納
率
の
高

い
保
険
者
の
７
〜
８
割
は
口
座
振
替
の
利

用
率
も
高
い
こ
と
を
紹
介
し
、「
口
座
振
替

を
推
進
し
て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
収
納
対
策
に
つ
い
て
、「
有
効

と
思
わ
れ
る
方
法
を
愚
直
に
積
み
重
ね
て

ほ
し
い
。」
と
述
べ
た
。

「
新
・
国
保
３
％
推
進
運
動
〜
保
険
料

（
税
）
収
納
率
向
上
と
保
健
事
業
〜
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

午
後
は
、「
新
・
国
保
３
％
推
進
運
動
〜

保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
と
保
健
事
業

〜
」
を
テ
ー
マ
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

筑
波
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
研
究
科

教
授
江
口
隆
裕
氏
の
司
会
に
よ
り
行
わ
れ

た
。助

言
者
と
し
て
、
国
保
料
（
税
）
収
納

率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
小
金
丸
良
氏
、
厚

生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
保
健

事
業
推
進
専
門
官
光
行
栄
子
氏
が
助
言
を

行
っ
た
。

な
お
、
岩
手
県
矢
巾
町
住
民
課
課
長
補

佐
佐
藤
健
一
氏
、
群
馬
県
安
中
市
健
康
づ

く
り
課
主
任
栄
養
士
柳
沢
明
美
氏
、
兵
庫

県
豊
岡
市
税
務
課
収
税
係
長
谷
垣
秀
人
氏
、

岡
山
県
浅
口
市
税
務
課
課
長
補
佐
中
嶋
利

恵
氏
、
福
岡
県
糸
島
市
健
康
づ
く
り
課
主

幹
小
林
智
子
氏
が
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

（
意
見
発
表
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
）

●
岩
手
県
矢
巾
町
住
民
課

課
長
補
佐
　
佐
藤
　
健
一
氏

徴
収
改
革
を
行
っ
た
。
例
を
挙
げ
る
と
、

岩
手
県
税
と
の
人
事
交
流
に
よ
る
徴
収
事

務
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
職
員
の
机
を
窓
口

に
対
し
前
向
き
に
す
る
（
銀
行
方
式
）
な

ど
納
税
折
衝
の
た
め
の
環
境
整
備
を
行
っ

た
。

●
群
馬
県
安
中
市
健
康
づ
く
り
課

主
任
栄
養
士
　
柳
沢
　
明
美
氏

い
つ
も
保
健
指
導
に
出
て
こ
な
い
人
を

探
り
出
す
た
め
に
、
特
定
保
健
指
導
の
利

用
券
発
券
を
前
年
度
未
利
用
者
に
絞
り
込

ん
だ
。（
前
年
度
利
用
者
に
は
利
用
券
を
発

券
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
家
庭
訪
問
で

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。）

●
兵
庫
県
豊
岡
市
税
務
課

収
税
係
長
谷
垣
　
秀
人
氏

国
保
税
滞
納
者
の
中
か
ら
、
多
重
債
務

者
を
掘
り
起
こ
し
、
生
活
再
建
や
過
払
金

の
返
還
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

●
岡
山
県
浅
口
市
税
務
課

課
長
補
佐
　
中
嶋
　
利
恵
氏

新
規
滞
納
者
削
減
事
業
を
平
成
21
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
口
座
振
替

を
推
奨
し
て
納
税
環
境
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

●
福
岡
県
糸
島
市
健
康
づ
く
り
課

主
幹

小
林
　
智
子
氏

医
療
費
や
介
護
デ
ー
タ
か
ら
、
不
整
脈

を
原
因
と
し
て
脳
梗
塞
を
起
こ
す
心
原
性

脳
栓
塞
症
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
そ
こ
で
、
不
整
脈
の
早
期
発
見
の
た

め
、
健
診
で
の
心
電
図
検
査
の
対
象
者
を

拡
大
し
た
。

講演をする国保料（税）
収納率向上アドバイザー

小金丸良氏
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益
子
町
は
、
栃
木
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
県
都
宇
都
宮
市
か
ら
南
東
に
約
20
㎞
、

東
京
か
ら
は
北
に
90
㎞
の
距
離
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
西
は
真
岡
市
、
北
は
市
貝
町
、

東
は
茂
木
町
、
南
は
茨
城
県
桜
川
市
に
接

し
て
い
ま
す
。
町
の
西
部
は
関
東
平
野
か

ら
つ
な
が
る
平
地
・
台
地
で
、
中
央
を
北

か
ら
南
に
小
貝
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
沿

岸
は
田
園
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
両
脇
の

台
地
に
市
街
地
や
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
町
の
東
部
は
福
島
・
茨
城
・

栃
木
の
３
県
に
ま
た
が
る
八
溝
山
系
の
山

地
丘
陵
地
帯
で
、
町
の
最
高
峰
雨
巻
山

（
標
高
５
３
３
・
３
ｍ
）
や
高
舘
城
址
と
し

て
知
ら
れ
る
高
舘
山
（
同
３
０
１
・
８
ｍ
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
地
場
の
産
品
と
し
て

益
子
焼
は
有
名
で
、
春
、
秋
の
「
益
子
陶

器
市
」
に
は
各
地
か
ら
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
ま
た
、
代
表

的
な
農
産
品
と
し
て
イ
チ
ゴ
が
あ
り
、
イ

チ
ゴ
狩
り
に
も
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て

い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
益
子
焼

の
里
と
し
て
緩
や
か
に
発
展
し
て
き
た
町

で
す
。
現
在
は
、「『
創
造
の
器
』
に
未
来

か
が
や
く
益
子
町
〜
み
ん
な
で
築
く
手
づ

く
り
の
ま
ち
〜
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
ま

ち
の
個
性
・
特
色
を
活
か
し
、
豊
か
な
自

然
環
境
に
調
和
し
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
人

口
は
２
４，
７
５
７
人
、
８，
５
３
１
世
帯

（
平
成
24
年
９
月
30
日
現
在
）
で
、
国
保
加

入
は
８，
５
１
８
人
、
４，
３
３
９
世
帯
で
、

加
入
率
は
34
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
の
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
会
長
を
務
め
る
鶴
見
平
氏
は
、
昭
和

50
年
に
町
議
会
議
員
と
な
り
、
現
在
10
期

目
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
委
員
長
、
文
教
常
任
委
員
会
委

員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
益
子

町
議
会
議
長
な
ど
要
職
を
歴
任
し
、
現
在

は
監
査
委
員
の
職
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

昭
和
60
年
か
ら
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
委
員
と
な
り
平
成
19
年
に
は
会
長
に

就
任
し
今
も
そ
の
職
を
全
う
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
国
保
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
中

核
と
し
て
町
民
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
進
展

や
医
療
技
術
の
高
度
化
、
生
活
習
慣
病
の

増
加
に
伴
い
医
療
費
の
増
加
が
続
い
て
お

り
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
は
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
会
長

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
経
験
に
裏
付
け
ら

れ
豊
富
な
知
識
を
活
か
し
て
国
保
運
営
の

あ
る
べ
き
姿
に
向
け
て
的
確
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
町
に
送
り
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
現
在
も
町
民
の
皆
様
が
望
む
よ
う
な

安
心
で
き
る
国
保
運
営
の
実
現
に
向
け
職

責
を
全
う
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

益子町
鶴　見　　　平

会
長
の一言

「国民皆保険制度を維持するために」
　国保は町民の健康な生活を支える重要な役割を担って
きたが、今や高齢化や診療の疾病構造の変化などで療養費
等々の増嵩は国保財政の厳しい運営を強いられている。し
かし、町民のニーズに応えるべき地域医療の充実と確立を
求めつつ国保の安定運営に取り組まなければならない。
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毎
年
登
っ
て
い
た
長
野
県
の
木
曾
御
嶽

山
（
３，
０
６
７
）
に
15
年
ほ
ど
前
登
っ
た

時
、
足
が
前
に
進
ま
ず
大
変
登
る
の
に
つ

ら
か
っ
た
思
い
を
し
ま
し
た
。
足
が
ふ
ら

ふ
ら
…
そ
れ
で
も
最
後
ま
で
は
登
っ
た
も

の
の
、
ふ
と
考
え
て
み
る
と
毎
日
朝
起
き

て
自
宅
で
家
の
中
を
歩
き
回
っ
て
、
自
家

用
車
に
乗
り
10
分
程
度
で
役
場
に
到
着
し
、

そ
の
ま
ま
事
務
を
行
う
。
と
い
っ
た
毎
日

で
筋
肉
が
退
化
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

か
、
こ
の
ま
ま
で
は
こ
れ
か
ら
10
年
も
経

っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
不
安
に

な
っ
た
も
の
で
し
た
。

愛
犬
を
思
っ
て
の
妻
の
勧
め
も
あ
り
、

朝
の
犬
の
散
歩
を
そ
の
頃
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。
さ
す
が
に
私
よ
り
寿
命
が
短
い
犬

は
あ
の
世
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
最

近
は
一
人
歩
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
夏
は
４
時
30
分
頃
か
ら
雨
の
日
以
外

は
歩
き
続
け
て
い
ま
す
が
、
気
分
に
よ
り

２
㎞
コ
ー
ス
３
㎞
コ
ー
ス
４
㎞
コ
ー
ス
ま

で
を
歩
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
日

の
気
分
や
天
気
で
コ
ー
ス
を
変
え
ま
す
が
、

歩
い
て
い
る
と
ま
ず
一
番
に
光
が
さ
し
て
、

日
光
連
山
を
照
ら
し
ま
す
。
男
体
山
、
太

郎
山
、
女
峰
山
そ
し
て
霧
降
高
原
の
六
方

沢
の
橋
で
す
。
特
に
六
方
沢
の
橋
は
白
く

て
周
り
の
色
合
い
か
ら
か
な
り
目
立
っ
た

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
宅
近

く
に
戻
っ
て
く
る
と
高
原
山
が
近
く
に
迫

っ
て
き
ま
す
。
鶏
頂
山
・
西
平
岳
・
中

岳
・
釈
迦
ヶ
岳
（
１，
７
９
４
・
９
）
と
山

が
４
つ
に
見
え
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
山
頂

付
近
か
ら
裾
野
ま
で
雪
の
積
も
っ
た
高
原

山
が
魅
力
的
で
す
。

ま
た
、
季
節
ご
と
に
そ
の
場
そ
の
場
で

花
の
匂
い
や
草
の
匂
い
が
違
っ
て
き
ま
す
。

歩
い
て
い
る
人
と
の
出
会
い
は
、
ほ
ぼ
毎

日
同
じ
人
に
出
会
い
ま
す
が
、
さ
す
が
に

10
年
以
上
同
じ
あ
た
り
を
歩
い
て
い
る
と
、

出
会
う
人
も
若
干
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
最
近
気
に
な
る
こ
と

が
腹
の
た
る
み
と
、
腕
の
付
け
根
の
痛
み

で
す
。
腹
の
筋
肉
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

よ
う
で
、
30
代
の
筋
肉
に
は
戻
れ
な
く
て

も
近
い
も
の
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

歩
く
と
き
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
腹
に
ほ
ん
の
少
し
力
を
加

え
る
こ
と
で
、
腹
が
引
き
締
ま
っ
た
よ
う

な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
２
・
３
ヶ
月
続
け

て
い
ま
す
が
、
少
し
期
待
が
持
て
て
き
た

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
そ
れ
と
左
腕
の
付

け
根
が
腕
を
回
す
と
痛
み
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
毎
日
始
め
て
か
ら
１
か
月
程
度
で

は
あ
り
ま
す
が
、
腕
の
回
り
が
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
も
の
が
か
な
り
ス
ム
ー
ズ
に
回
る

よ
う
に
な
っ
て
、
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
な
い

く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
歩
き

な
が
ら
の
運
動
で
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
続

け
る
こ
と
で
多
少
の
効
果
が
出
て
く
る
よ

う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
中
間
地
点
で
50
メ
ー
ト
ル
を

ゆ
っ
く
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
少
々
脈
拍
が
上
が
り
ま
す
の
で
そ
こ

か
ら
早
歩
き
と
い
っ
た
感
じ
で
自
宅
に
到

着
と
な
り
ま
す
。

私
の
健
康
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か

疑
問
で
は
あ
り
ま
す
が
、
早
寝
早
起
き
は

三
文
の
徳
、
毎
日
続
け
る
こ
と
で
一
日
の

始
ま
り
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。 塩谷町住民課

課 長 中 島 正

朝
の
散
歩

私の趣味と
健康法
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壬 生 町第99回

 　　突撃ルポ 保険者みてある
記

　突撃ルポ 保険者みてある
記

第99回
壬生町

〜 

交
通
の
利
便
性
が
高
く
、

交
通
の
利
便
性
が
高
く
、

　
　
　
　

発
展
が
見
込
ま
れ
る
町

　
　
　
　

発
展
が
見
込
ま
れ
る
町 

〜

〜 

交
通
の
利
便
性
が
高
く
、

　
　
　
　

発
展
が
見
込
ま
れ
る
町 

〜

壬生町

宇都宮市

壬
生
町
は
栃
木
県
央
南
部
に
位
置
し
、

東
京
か
ら
は
北
に
約
90
㎞
の
距
離
に
あ
り

ま
す
。

地
勢
は
、
西
境
を
思
川
、
中
央
部
を
黒

川
、
東
境
沿
い
を
姿
川
が
流
れ
て
お
り
、

関
東
平
野
の
北
部
に
当
た
る
ほ
ぼ
平
坦
な

地
形
で
、
海
抜
は
50
〜
100
ｍ
で
す
。

東
武
鉄
道
宇
都
宮
線
の
４
つ
の
駅
と
北

関
東
自
動
車
道
壬
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
よ
り
、
広
域
的
交
通
の
利
便
性
が
高
い

町
で
す
。
さ
ら
に
、
み
ぶ
羽
生
田
産
業
団

地
の
第
１
期
分
譲
を
今
年
12
月
か
ら
開
始

し
、
企
業
が
誘
致
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

ま
す
ま
す
発
展
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

住
民
課
　
国
保
年
金
係

住
民
課
に
は
、
住
民
係
、
管
理
係
、
国

保
年
金
係
の
３
つ
の
係
が
あ
り
ま
す
。
課

長
を
含
め
16
名
の
職
員
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。国

保
年
金
係
に
は
、
職
員
６
名
が
在
籍

し
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
業

務
（
資
格
得
喪
・
変
更
、
被
保
険
者
証
発

行
、
保
険
給
付
等
）、
特
定
健
康
診
査
に
関

す
る
業
務
、
レ
セ
プ
ト
点
検
に
関
す
る
業

務
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
業

項　　目

総人口

総世帯数

国保加入世帯者数

国保被保険者数

国保被保険者加入率

39,478人

14,625世帯

6,455世帯

12,122人

30.7%

被保険者の加入状況

（平成24年9月30日現在）
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国
保
税
の
収
納
率
向
上
へ
の
取
り
組
み

〜
収
納
体
制
を
見
直
す
〜

現
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
早
期
完
納
と

な
る
よ
う
、
催
告
・
差
押
等
の
処
分
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
、
納
付
資
力

が
な
い
と
推
定
さ
れ
る
約
１，
２
０
０
名
の

滞
納
処
分
を
３
年
で
完
結
さ
せ
る
た
め
に
、

平
成
24
年
度
よ
り
収
納
体
制
を
見
直
し
、

事
務
補
助
員
を
雇
用
し
て
、
処
分
に
専
念

で
き
る
職
員
の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
に
、
嘱
託
職
員
に
よ
る

臨
戸
訪
問
や
平
日
月
曜
日
に
お
け
る
午
後

７
時
ま
で
の
窓
口
延
長
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

〜
滞
納
繰
越
額
占
有
率
を
減
ら
す
〜

今
後
は
、「
収
納
体
制
を
見
直
し
、
処
分

の
強
化
を
図
り
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
具
体

的
に
は
、「
納
付
資
力
の
な
い
方
に
対
し
、

処
分
を
実
施
し
て
、
33
％
を
超
え
る
滞
納

繰
越
額
占
有
率
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

活
習
慣
病
の
予
防
、
が
ん
な
ど
の
疾
病
を

早
期
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の

縮
減
ひ
い
て
は
国
保
財
政
運
営
の
安
定
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、「
行
政
だ
け
で
な
く
、
町
民
参

加
型
で
医
療
費
を
縮
減
す
る
取
り
組
み
を

実
施
し
て
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
た
、『
健

康
で
長
寿
の
ま
ち
』
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

税
務
課

税
務
課
に
は
、
町
民
税
係
、
諸
税
係
、

収
税
係
と
資
産
税
係
の
４
つ
の
係
が
あ
り

ま
す
。
課
長
を
含
め
16
名
の
職
員
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。

諸
税
係
に
は
職
員
３
名
、
収
税
係
に
は

職
員
４
名
、
そ
し
て
嘱
託
職
員
が
２
名
、

臨
時
職
員
が
１
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
収
納
状
況

平
成
23
年
度
の
国
保
税
の
収
納
状
況
は
、

現
年
度
分
が
89
・
68
％
、
滞
納
繰
越
分
が

14
・
70
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

務
、
国
民
年
金
に
関
す
る
業
務
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

国
保
財
政
を
取
り
巻
く
状
況

〜
厳
し
く
な
る
国
保
財
政
運
営
〜

壬
生
町
の
平
成
22
年
度
の
一
人
当
た
り

療
養
諸
費
費
用
額
（
一
般
・
退
職
計
）
は
、

２
８
４，
９
８
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
県
内
市
町
平
均
２
６
６，
７
２
５
円
）

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
23
年
度

ま
で
の
決
算
額
を
比
較
す
る
と
、
国
保
税

の
歳
入
額
は
約
７
％
減
少
し
て
い
る
の
に

対
し
、
保
険
給
付
費
は
約
９
％
増
大
し
て

い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も

年
々
増
大
し
て
い
て
、
国
保
財
政
運
営
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

特
定
健
診
の
実
施

〜
集
団
健
診
と
個
別
健
診
を
実
施
〜

特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

実
施
し
て
い
ま
す
。（
平
成
23
年
度
の
受
診

率
は
、
27
・
８
％
）

健
診
は
、
集
団
健
診
と
個
別
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

〜
平
成
23
年
度
は
、延
べ
304
人
が
受
診
〜

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
実
績
で
は
、
延
べ
304
人
が

受
診
し
、
毎
年
受
診
希
望
者
が
多
く
、
定

員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
ま

す
。

今
後
の
取
り
組
み

〜「
健
康
で
長
寿
の
ま
ち
」を
目
指
す
〜

現
在
、
特
定
健
診
の
実
施
や
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成
に
よ
り
、
生

住民課国保年金係窓口



―
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
―

若
い
世
代
の
健
康
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、「
自
力
整
体
」、

「
栄
養
と
食
事
編
」（
講
話
と
調
理
実
習
）、

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」、「
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
、「
栄
養
と
食
事
編
」（
講
話
と
調

理
実
習
）
で
は
、
壬
生
町
に
あ
る
獨
協
医

科
大
学
医
学
部
の
学
生
も
参
加
し
ま
し
た
。

―
出
前
健
康
教
室
―

栄
養
・
運
動
・
予
防
接
種
・
性
教
育
等

の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
な
ど
が
町
内
の
自
治
会
や
団
体
、

小
グ
ル
ー
プ
に
出
向
き
、
各
団
体
の
健
康

課
題
に
あ
っ
た
健
康
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。―

健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
―

町
民
の
健
康
・
福
祉
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰

も
が
参
加
で
き
る
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

毎
年
一
回
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
　
健
康
増
進
係

健
康
福
祉
課
に
は
、
社
会
福
祉
係
、
高

齢
福
祉
係
、
介
護
保
険
係
、
健
康
増
進
係

の
４
つ
の
係
が
あ
り
ま
す
。
課
長
を
含
め

18
名
の
職
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
係
に
は
、
職
員
６
名
、（
保
健

師
３
名
、
管
理
栄
養
士
１
名
、
事
務
職
２

名
）
が
在
籍
し
て
お
り
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
申
込
書
を
自

治
会
を
通
し
て
保
健
委
員
が
配
付
し
、
自

治
会
に
入
っ
て
い
な
い
世
帯
に
は
郵
送
に

よ
り
、
全
戸
に
希
望
を
取
り
実
施
し
て
い

ま
す
。

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
動
機
付

け
支
援
、
積
極
的
支
援
と
も
個
別
に
案
内

文
や
電
話
で
連
絡
を
取
っ
て
お
り
、
特
に

動
機
付
け
支
援
者
に
は
、
希
望
の
日
程
を

調
整
し
、
個
別
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
医
師
が
保
健
指
導
の
必
要
性
を
認

め
た
受
診
者
に
も
個
別
健
康
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
特
定
保
健
指
導
対
象
者
に
は
、

継
続
し
て
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
メ
タ

ボ
予
防
教
室
な
ど
の
利
用
を
勧
め
て
い
ま

す
。

壬
生
町
の
健
康
づ
く
り
事
業

壬
生
町
で
は
地
域
に
密
着
し
た
健
康
づ

く
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
メ
タ
ボ
予
防
教
室
―

特
定
保
健
指
導
（
動
機
付
け
支
援
）
を

受
け
た
方
を
対
象
に
、
保
健
師
に
よ
る
健

康
チ
ェ
ッ
ク
（
体
重
・
血
圧
・
体
脂
肪
）

や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
実
践
を

月
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

8

壬 生 町第99回

メタボ予防教室



9

収
納
率
の
状
況

那
珂
川
町
の
平
成
23
年
度
の
国
保
税
収

納
率
（
速
報
値
）
は
、
現
年
分
に
つ
い
て

は
、
90
・
08
％
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

０
・
12
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
２
年
続
け
て
90
％
台
を
維
持
し
て
お

り
、
県
内
の
順
位
に
お
い
て
も
上
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
平
成
23
年
度
は
９
位
）

滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
、
20
・
95
％

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
３
・
59
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

窓
口
業
務
に
つ
い
て
苦
労
し
て
い
る

こ
と〜

国
保
制
度
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
〜

景
気
の
低
迷
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
借

入
金
等
の
返
済
を
優
先
し
て
し
ま
い
、
国

保
税
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
と
の
相
談

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
納
付
額
が
少
額
で
も
、
保
険
証

の
発
行
を
求
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
お
、
国
保
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
国
保
制
度
（
し
く
み
）
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
す
が
、
制
度
が
複
雑
な
た

め
、
な
か
な
か
理
解
が
得
ら
れ
な
い
状
況

で
す
。

国
保
税
収
納
率
向
上
の
取
り
組
み

●
保
険
証
発
行

前
年
度
に
滞
納
が
あ
る
方
に
は
、
連

絡
・
納
付
が
あ
っ
た
場
合
に
発
行
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
滞
納
者

の
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
納
税
相
談
の
実
施

滞
納
者
に
対
し
、
納
税
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
滞
納
額
が
少
額
の
う

ち
に
、
納
税
相
談
や
滞
納
処
分
を
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

●
窓
口
の
延
長

毎
週
水
曜
日
に
18
時
ま
で
の
窓
口
延
長

を
行
い
、
納
税
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

●
預
金
関
係
を
主
に
差
押
を
行
っ
て
い
る

が
、
預
金
残
高
が
な
い
（
少
額
）
方
へ

の
対
応
。

●
通
知
等
を
出
し
て
も
反
応
が
な
い
方
へ

の
対
応
。

●
少
額
分
納
者
お
よ
び
分
納
不
履
行
者
の

対
応
を
ど
う
す
る
か
が
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
後

〜
徴
収
意
識
の
向
上
に
繋
が
る
〜

平
成
21
年
度
に
国
保
連
合
会
設
置
事
業

で
あ
る
「
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」

を
実
施
し
、
滞
納
処
分
に
対
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
職
員

の
意
識
の
向
上
（
例
え
ば
、
一
歩
踏
み
込

ん
だ
調
査
を
す
る
こ
と
）
に
繋
が
り
ま
し

た
。

収納率あっぷルポ収納率あっぷルポ収納率あっぷルポ那珂川町
各市町を訪問し、収納率アップを目指した取り組み

状況をルポさせていただいております。
第15回目は、那珂川町におじゃまいたしました。
那珂川町の税務課の職員は13名で、その内、徴収

は、職員４名、嘱託職員１名で担当しています。
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
第
３
回
目

と
な
り
ま
し
た
本
連
載
。
今
回
は
、「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
科
学
す
る：

人
の
意

思
決
定
を
左
右
す
る
法
則
と
は
!?
」
と
題

し
て
、
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
と
も
す
れ

ば
名
人
芸
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
科
学
や

標
準
化
か
ら
は
程
遠
い
も
の
と
捉
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
確
か
に
、
人
間
は
一
人
ひ

と
り
性
格
も
考
え
方
も
異
な
る
生
き
物
で

す
。
よ
く
見
知
っ
た
人
で
さ
え
、「
思
っ
た

こ
と
が
伝
わ
ら
な
い
」、「
考
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
ら
な
い
」
な
ん
て
こ
と
は
、
た

び
た
び
経
験
し
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
科

学
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
、
人
間
の
意
思

決
定
に
関
す
る
「
単
純
な
法
則
」
で
す
。

た
し
か
に
人
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
持

っ
た
生
き
物
で
あ
り
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
千
差
万
別
で
す
。
し
か

し
、「
個
別
」
の
人
間
に
つ
い
て
は
予
測
不

可
能
で
も
、「
集
団
」
と
し
て
の
人
間
を
み

る
と
、
驚
く
べ
き
単
純
な
法
則
に
従
っ
て
、

意
思
決
定
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

特
に
今
回
の
記
事
で
は
、
人
の
意
思
決

定
を
左
右
す
る
、「
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
」

と
「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
に
つ
い
て
、
以
下

み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１．
リ
ス
ク
を
と
る
べ
き
か
、
と
ら
ざ

る
べ
き
か
!?

１
９
７
９
年
、
心
理
学
者
・
カ
ー
ネ
マ

ン
は
数
学
者
・
ト
ベ
ル
ス
キ
ー
と
共
に
、

驚
く
べ
き
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
す
。「
プ

ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論：

リ
ス
ク
状
況
下
に
お

け
る
意
思
決
定
」
と
題
さ
れ
た
論
文
は
、

複
雑
に
み
え
る
人
間
の
意
思
決
定
の
裏
に

は
、
実
に
単
純
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
す
。
余
談
で

す
が
、
こ
の
研
究
を
端
緒
と
す
る
一
連
の

研
究
の
成
果
に
よ
り
、
２
０
０
２
年
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

さ
て
そ
れ
で
は
実
際
に
、
簡
単
な
事
例

を
も
と
に
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
を
体
験

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
１：

あ
な
た
は
、
以
下
の
２
つ
の

選
択
肢
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を

選
び
ま
す
か
？

選
択
肢
Ａ：

確
実
に
100
万
円
も
ら
え
る
。

選
択
肢
Ｂ：

コ
イ
ン
を
投
げ
、
表
が
出
た

ら
200
万
円
も
ら
え
る
が
、

裏
が
出
た
ら
何
も
も
ら
え

な
い
。

石　川　善　樹

特別寄稿

ヘルスコミュニケーション
思考のすすめ

株式会社キャンサースキャン

第第　回第3回

お
そ
ら
く
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、「
選
択

肢
Ａ：

確
実
に
100
万
円
も
ら
え
る
」
を
選

ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
!?
で
は
次
の

質
問
に
う
つ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

質
問
２：

あ
な
た
は
200
万
円
の
借
金
を

抱
え
て
い
る
と
し
ま
す
。
そ

の
と
き
、
同
様
に
以
下
の
２

つ
の
選
択
肢
の
う
ち
、
ど
ち

ら
を
選
び
ま
す
か
？

選
択
肢
Ａ：

確
実
に
100
万
円
も
ら
え
る
。

選
択
肢
Ｂ：

コ
イ
ン
を
投
げ
、
表
が
出
た

ら
200
万
円
も
ら
え
る
が
、

裏
が
出
た
ら
何
も
も
ら
え

な
い
。

さ
て
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
今
度
は
、

「
選
択
肢
Ｂ
」
を
選
ん
だ
方
が
、
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
!?
研
究
に
よ
る
と
、

質
問
１
で
選
択
肢
Ａ
を
選
ぶ
人
は
約
60
％

に
対
し
、
質
問
２
で
選
択
肢
Ａ
を
選
ぶ
人

は
約
30
％
に
ま
で
減
少
す
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

す
で
に
、
感
の
い
い
方
は
お
気
づ
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
ど
ち
ら
の
選
択

肢
も
、
も
ら
え
る
金
額
の
期
待
値
は
、
100

万
円
で
同
額
で
す
。
し
か
し
、
選
択
肢
Ａ

は
「
安
全
」
な
選
択
肢
で
あ
る
の
に
対
し
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て
、
選
択
肢
Ｂ
は
一
円
も
も
ら
え
な
い
可

能
性
が
あ
る
「
リ
ス
キ
ー
」
な
選
択
肢
で

す
。こ

こ
で
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

最
初
の
質
問
で
は
「
安
全
」
な
選
択
肢
を

選
ん
だ
の
に
、
次
の
質
問
で
は
「
リ
ス

キ
ー
」
な
選
択
肢
を
選
ぶ
人
が
多
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
各
地
で
確
か
め
ら

れ
て
い
る
現
象
な
の
で
す
が
、
不
思
議
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
!?
と
い
う
の
も
、
普
通

に
考
え
る
と
、
同
じ
人
に
質
問
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
質
問
に
対
し
て

も
、
同
じ
選
択
肢
を
選
ぶ
よ
う
に
思
え
る

か
ら
で
す
。
な
ぜ
、
質
問
の
仕
方
に
よ
っ

て
、
リ
ス
キ
ー
な
選
択
肢
を
選
ん
だ
り
、

あ
る
い
は
安
全
な
選
択
肢
を
選
ん
だ
り
す

る
の
で
し
ょ
う
か
？

カ
ー
ネ
マ
ン
は
、
今
わ
た
し
た
ち
が
体

験
し
た
よ
う
な
簡
単
な
実
験
か
ら
、
人
間

の
意
思
決
定
に
つ
い
て
、
以
下
の
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

「
人
間
は
、
目
の
前
に
利
益
が
あ
る
と
、

利
益
が
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
の

回
避
を
優
先
す
る
。
一
方
、
損
失
を
目
の

前
に
す
る
と
、
損
失
そ
の
も
の
を
回
避
し

よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
」

先
ほ
ど
の
質
問
に
あ
て
は
め
る
と
、
借

金
も
何
も
な
い
状
況
で
は
、
確
実
に
利
益

（
100
万
円
）
を
確
保
し
た
が
る
の
が
人
間
。

し
か
し
、
一
度
借
金
を
抱
え
て
し
ま
う
と
、

一
か
八
か
で
（
200
万
円
or
０
円
）、
一
気

に
負
債
を
解
消
し
た
が
る
の
が
人
間
。
同

じ
人
間
で
も
、
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
、

安
全
な
選
択
肢
を
選
ん
だ
り
、
あ
る
い
は

リ
ス
キ
ー
な
選
択
肢
を
選
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
人
に
よ
っ
て
は
常
に
200
万

円
を
狙
っ
て
、
リ
ス
キ
ー
な
選
択
肢
Ｂ
を

選
び
続
け
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
人
間
集
団
全
体
で
み
て
み
る
と
、

カ
ー
ネ
マ
ン
が
上
記
で
指
摘
し
た
よ
う
な

傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
す
。

で
は
、
カ
ー
ネ
マ
ン
が
指
摘
し
た
こ
の

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
は
、
私
た
ち
の
日
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
ど
の
よ

う
な
示
唆
を
与
え
る
の
か
、
次
に
み
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２．
事
実
よ
り
言
い
方

ミ
ネ
ソ
タ
大
学
の
心
理
学
者
、
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
・
ロ
ス
マ
ン
は
、「
も
っ
と
も
効

果
的
に
健
康
情
報
を
伝
え
る
に
は
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
、
長
年
研

究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
友
人
か
ら
「
フ

レ
ン
ド
リ
ー
で
、
か
つ
恐
ろ
し
い
く
ら
い

頭
が
い
い
」
と
評
さ
れ
る
ロ
ス
マ
ン
は
、

自
身
の
研
究
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
私
は
、
理
論
的
な
手
法
に
は
興
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
研
究
室
の
中

で
う
ま
く
い
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ

が
現
場
で
う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な
い
か

ら
で
す
」

常
に
、
現
場
で
使
え
る
知
恵
の
構
築
を

目
指
し
て
き
た
ロ
ス
マ
ン
は
、
イ
ェ
ー
ル

大
学
で
博
士
号
を
取
得
後
、
ミ
ネ
ソ
タ
大

学
で
研
究
者
と
し
て
の
人
生
を
歩
み
出
し

ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
９
７
年
、「
認
識
を

形
成
し
、
健
康
行
動
を
動
機
づ
け
る：

フ

レ
ー
ミ
ン
グ
の
役
割
」
と
題
さ
れ
た
、
才

気
あ
ふ
れ
る
論
文
を
発
表
し
ま
す
。
カ
ー

ネ
マ
ン
ら
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
を
健
康

分
野
に
適
用
し
た
こ
の
論
文
で
、
ロ
ス
マ

ン
は
恐
る
べ
き
洞
察
を
発
揮
し
ま
す
。

例
え
ば
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
を
青

少
年
に
促
し
た
い
と
し
よ
う
。
そ
の
時
、

（1）
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
を
伝
え
る
の
と
、
（2）
コ
ン
ド
ー
ム
を

使
わ
な
い
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え

る
の
と
で
は
、
果
た
し
て
影
響
は
異
な

る
だ
ろ
う
か
？

ロ
ス
マ
ン
が
抱
い
た
こ
の
疑
問
は
、
長

年
続
い
て
い
た
、
保
健
医
療
業
界
の
慣
習

に
波
紋
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
保
健
医
療
従
事
者
は
、「
相
手
に

と
っ
て
欲
し
い
行
動
を
素
朴
に
呼
び
か
け

る
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
き
ま
し
た
。「
減
塩
し
て
下
さ
い
」、「
タ

バ
コ
を
や
め
て
下
さ
い
」、「
運
動
し
て
下

さ
い
」
の
よ
う
に
。

し
か
し
、
上
記
の
例
で
い
う
と
、
ど
ち

ら
の
場
合
も
「
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
、
相
手
に
と
っ
て
欲
し
い
行

動
を
呼
び
か
け
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
す

が
、
そ
の
「
言
い
方
」
に
よ
っ
て
効
果
が

違
う
の
で
は
な
い
か
と
、
ロ
ス
マ
ン
は
指

摘
し
た
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
行
動
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
強
調
す
る
か
、
あ
る
い

は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
を
強
調
す
る
か
に
よ

っ
て
、
人
の
動
機
付
け
は
変
わ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

改
め
て
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
と
、「
そ

ん
な
こ
と
、
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
!?
」

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
素
朴
な
疑

問
を
深
め
る
こ
と
で
、
科
学
の
発
展
は
成

し
遂
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

ロ
ス
マ
ン
の
研
究
成
果
に
、
人
々
は
驚
嘆

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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（1）
疾
病
予
防
行
動
（
運
動
な
ど
）
を
呼
び

か
け
る
場
合
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を

強
調
す
る
と
効
果
的

（2）
疾
病
発
見
行
動
（
健
診
な
ど
）
を
呼
び

か
け
る
場
合
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
を

強
調
す
る
と
効
果
的

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
プ
ロ
ス
ペ

ク
ト
理
論
に
よ
る
と
人
は
、「
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
状
況
で
は
リ
ス
ク
を
避
け
た
が
り
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
状
況
で
は
進
ん
で
リ

ス
ク
を
と
る
傾
向
」
が
あ
り
ま
す
。
ロ
ス

マ
ン
は
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
を
健
康
行

動
の
文
脈
に
置
き
変
え
、
以
下
の
よ
う
に

考
え
た
の
で
す
。

・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
を
強
調
し
た
情
報
（
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
状
況
）
に
接
す
る
と
、

リ
ス
ク
を
避
け
た
が
る
だ
ろ
う

・
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面
を
強
調
し
た
情
報
（
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
状
況
）
に
接
す
る
と
、

進
ん
で
リ
ス
ク
を
と
る
だ
ろ
う

カ
ー
ネ
マ
ン
ら
の
事
例
で
は
、
選
択
肢

Ｂ：

「
200
万
円
も
ら
え
る
か
、
０
円
か
」

を
選
ぶ
こ
と
が
リ
ス
ク
で
し
た
が
、
こ
こ

で
い
う
リ
ス
ク
と
は
、「
運
動
や
食
事
な
ど

の
疾
病
予
防
行
動
を
と
ら
な
い
こ
と
」、
あ

る
い
は
、「
健
診
を
受
け
て
疾
病
が
見
つ
か

っ
て
し
ま
う
こ
と
」
と
ロ
ス
マ
ン
は
定
義

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
話
が
少
し
や
や
こ
し
く
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
人
の
心
を
動
か
す
の

は
「
事
実
」
で
は
な
く
、
そ
の
「
言
い
方
」

で
あ
る
と
い
う
ロ
ス
マ
ン
の
研
究
は
、
そ

の
後
多
く
の
派
生
研
究
を
産
み
、
今
に
至

っ
て
い
ま
す
。

３．
ま
と
め

さ
て
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
!?

以
下
に
、
今
回
の
内
容
を
端
的
に
ま
と
め

ま
す
。

・
人
は
、
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
、
異

な
る
意
思
決
定
（
安
全
or
リ
ス
キ
ー
）

を
す
る

・
疾
病
予
防
行
動
（
運
動
な
ど
）
を
呼
び

か
け
る
場
合
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
を
強

調
す
る

・
疾
病
発
見
行
動
（
健
診
な
ど
）
を
呼
び

か
け
る
場
合
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面
を
強

調
す
る

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
、
み
な
さ
ま
と
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

＊
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
左
記
ま
で
お
願

い
致
し
ま
す
。

石い
し

川か
わ

善よ
し

樹き

株
式
会
社
キ
ャ
ン
サ
ー
ス
キ
ャ
ン

〒
150-
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京
都
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区
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谷
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Ｂ
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Ｅ
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０
３
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６
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２
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８
８
７
５

Ｆ
Ａ
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４
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メ
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特別寄稿
連載 

3

特別養護老人ホーム
よみうりランド花ハウス

施設長

小　畑　洋　一

超
高
齢
時
代
の

　
　
　
　

生
活
保
障

③
い
か
に
最
期
を
迎
え
る
か

「
医
療
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
読
売
新

聞
の
連
載
企
画
記
事
が
、
今
年
９
月
で
ス

タ
ー
ト
か
ら
ま
る
20
年
を
迎
え
た
。
通
常
、

新
聞
の
連
載
記
事
は
長
く
て
も
１
年
程
度

で
、
複
数
年
に
ま
た
が
る
こ
と
自
体
が
珍

し
い
。「
20
年
」
は
、
お
そ
ら
く
過
去
に
例

が
な
い
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
、「
医
療
」
と
い
う

題
材
が
そ
れ
だ
け
普
遍
的
で
、
奥
深
い
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

そ
の
医
療
ル
ネ
サ
ン
ス
20
年
の
記
念
連

載
「
生
命
の
あ
し
た
」
が
８
月
末
、
読
売

新
聞
の
１
面
な
ど
で
掲
載
さ
れ
た
。
取
り

上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
終
末
期
医
療
、
が

ん
医
療
、
難
病
の
治
療
と
サ
ポ
ー
ト
、
不

妊
治
療
、
在
宅
医
療
な
ど
で
、
い
ず
れ
も

今
日
的
で
ホ
ッ
ト
な
内
容
だ
っ
た
が
、
全

体
を
読
ん
で
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、「
人
生

の
終
盤
を
い
か
に
過
ご
し
、
い
か
に
最
期

を
迎
え
る
か
―
」
と
い
う
永
遠
の
課
題
だ
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
（
２
０
１
１
年
）

は
男
性
79.4
歳
、
女
性
が
85.9
歳
で
、
20
年
前

に
比
べ
る
と
３
年
以
上
延
び
た
。
２
０
２

５
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
81.5
歳
、
88.2
歳
に
ま
で

延
び
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
寿
命
の

「
寿
」
と
い
う
文
字
は
「
こ
と
ほ
ぐ
」
と
も

読
み
、「
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
」
と
い
う

意
味
で
、
長
生
き
は
本
来
、
喜
ぶ
べ
き
こ

と
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
「
高

齢
化
」
と
い
う
言
葉
に
な
る
と
一
転
、
暗

い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。〈
こ
れ
か
ら

10
年
ほ
ど
の
間
に
高
齢
者
は
数
百
万
人
増

え
、
要
介
護
者
も
認
知
症
の
人
も
1.5
倍
に

な
る
〉〈
国
民
の
多
く
は
高
齢
社
会
に
不
安

を
抱
え
て
お
り
、
抜
本
的
な
対
策
が
必
要

だ
〉。
こ
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
を
、
私
自
身

も
新
聞
社
時
代
に
繰
り
返
し
使
っ
た
。
だ

が
、
寿
命
が
延
び
れ
ば
高
齢
者
の
数
は
増

え
る
し
、
要
介
護
者
も
増
え
る
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
だ
。
そ
れ
を
素
直
に
「
こ
と

ほ
ぐ
」
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
何
故
だ

ろ
う
か
。

そ
う
考
え
て
思
い
出
し
た
の
が
、「
終
り

よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
」
と
い
う
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
だ
。
高
齢
社
会
を
テ
ー
マ
に

し
た
記
録
映
画
を
撮
り
続
け
て
い
る
羽
田

澄
子
さ
ん
の
作
品
（
２
０
０
６
年
）
で
、

医
療
・
介
護
な
ど
の
終
末
期
ケ
ア
に
つ
い

て
、
国
内
外
の
先
進
的
な
事
例
を
取
材
し

て
い
る
。
会
員
制
の
24
時
間
在
宅
医
療
シ

ス
テ
ム
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
介
護
職
、
リ

ハ
ビ
リ
職
ら
が
チ
ー
ム
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
を
行
っ
て
い
る
特
養
、
医
療
と
福
祉
の

連
携
で
老
後
の
安
心
を
築
い
て
い
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
制
度
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
良
き
終
わ
り
」

に
必
要
な
も
の
は
何
か
に
つ
い
て
、
考
え

さ
せ
ら
れ
る
内
容
だ
。

病
院
か
ら
在
宅
へ
、
施
設
か
ら
在
宅
へ
。

国
の
医
療
・
介
護
政
策
は
、
心
身
が
弱
っ

た
り
機
能
が
落
ち
た
り
し
て
も
、
で
き
る

限
り
自
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
な
社
会
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
れ
自
体
は
正
し
い
こ
と

だ
と
思
う
が
、
問
題
は
ど
ん
な
在
宅
生
活

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
ど

ん
な
支
援
、
制
度
が
必
要
に
な
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
で
は
、
多
く
の
人
が
自
宅
で
最
期

を
迎
え
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら
、
現
実
に

は
８
割
が
病
院
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
医

療
技
術
の
進
歩
で
、
回
復
の
見
込
み
は
な

く
て
も
延
命
が
可
能
に
な
り
、
先
端
機
器

が
整
っ
た
医
療
機
関
に
運
ぶ
こ
と
が
、
最

善
を
尽
く
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち

だ
。だ

が
、
こ
う
い
う
病
院
死
に
は
、
二
つ

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ

れ
が
本
人
の
た
め
に
良
い
こ
と
な
の
か
、

と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
嚥
下
（
え
ん

げ
＝
飲
み
込
み
）
の
力
が
落
ち
て
口
か
ら

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
に
胃
ろ
う
を
造

っ
て
、
食
事
と
は
言
え
な
い
栄
養
物
を
流

し
込
む
こ
と
。
例
え
ば
、
呼
吸
器
も
循
環

器
も
機
能
が
落
ち
て
自
然
に
動
く
の
を
や

め
よ
う
と
し
て
い
る
状
態
で
、
人
工
呼
吸

器
を
使
っ
て
無
理
に
働
き
続
け
さ
せ
る
こ

と
。
そ
ん
な
か
た
ち
で
の
延
命
を
、
本
人

が
望
ん
で
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
、

人
の
尊
厳
を
考
え
る
う
え
で
妥
当
な
こ
と

な
の
か
。

も
う
一
つ
は
、
限
り
あ
る
医
療
資
源
を

有
効
に
使
う
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
と
い

う
考
え
方
だ
。
現
在
年
間
120
万
人
ほ
ど
の

死
亡
数
は
、
高
齢
化
の
進
行
で
２
０
３
０

年
に
は
160
万
人
に
増
え
、
出
生
数
の
倍
以

上
に
な
る
。
そ
の
時
、
８
割
が
病
院
で
亡

く
な
っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
れ
ば
、
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急
性
期
の
患
者
さ
ん
の
行
き
場
が
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
看

取
り
の
場
を
医
療
機
関
か
ら
在
宅
に
シ
フ

ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
前
回
（
９
月

号
）
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
在
宅
医

療
・
介
護
等
の
生
活
支
援
ソ
フ
ト
を
住
ま

い
に
完
備
す
る
こ
と
、
特
に
医
療
を
暮
ら

し
の
場
に
届
け
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
。
だ
が
、
在
宅
で
の
看
取

り
を
定
着
さ
せ
て
「
Ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｉ
ｎ

Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
（
エ
イ
ジ
ン
グ
　
イ
ン
　
プ

レ
イ
ス
）」
を
完
結
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ほ

か
に
も
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。

ま
ず
、
独
居
者
が
増
え
て
い
く
中
で
、

人
生
を
全
う
す
る
手
伝
い
を
、
だ
れ
が
家

族
に
代
わ
っ
て
務
め
る
か
だ
。「
看
取
り
」

は
、
単
に
最
期
の
時
に
立
ち
会
う
、
あ
る

い
は
最
期
を
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
本
人
の
人
生
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
穏
や
か
に
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
私
が
勤
務
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
も
、
今
年
７
月
に

「
看
取
り
の
指
針
」
を
作
成
し
た
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
看
取
り
介
護
は
日

常
の
ケ
ア
の
延
長
線
上
に
あ
る
」
と
い
う

点
だ
。
日
ご
ろ
か
ら
本
人
、
家
族
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
で
、

価
値
観
や
死
生
観
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
方
の
個
性
や
考
え
方
を
尊
重
す
る
ケ

ア
が
可
能
に
な
る
。
そ
う
い
う
日
々
の
積

み
重
ね
が
大
事
だ
。「
看
取
り
」
と
は
、
た

だ
息
を
引
き
取
る
瞬
間
に
立
ち
会
う
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
本
人
が
気
持
ち
を
委

ね
た
誰
か
が
、
心
安
ら
か
に
最
期
の
時
間

を
過
ご
す
お
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
。

在
宅
で
も
同
じ
こ
と
で
、
家
族
が
そ
ば

に
い
な
い
独
居
者
の
場
合
、
本
人
の
死
生

観
を
踏
ま
え
て
精
神
的
に
支
え
ら
れ
る
人

が
い
な
け
れ
ば
、
心
安
ら
か
な
最
期
を
迎

え
る
こ
と
は
難
し
い
。
往
診
す
る
医
師
、

訪
問
す
る
看
護
師
、
介
護
職
が
そ
の
役
割

を
あ
る
程
度
果
た
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
ら
が
補
う
よ
う
な
体
制
が
整
わ
な
け

れ
ば
、「
在
宅
で
の
看
取
り
促
進
」
は
、
単

に
死
に
場
所
を
病
院
か
ら
そ
れ
以
外
の
所

に
移
す
だ
け
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
良
き
終
わ
り
」
の
た
め
に
も
う
一
つ

大
事
な
の
が
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
努
力

だ
。
健
康
寿
命
と
は
、
病
気
に
な
っ
た
り

重
い
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
り
せ
ず
に
、

自
立
し
て
生
活
で
き
る
限
界
年
齢
の
こ
と

で
、
日
本
の
場
合
は
男
性
70.42
歳
、
女
性
73.62

歳
（
２
０
１
０
年
）。
平
均
寿
命
と
比
べ
る

と
、
男
性
は
９
年
、
女
性
は
13
年
短
い
。

こ
れ
を
可
能
な
限
り
延
ば
し
て
平
均
寿
命

に
近
づ
け
、
入
院
し
た
り
寝
た
き
り
に
な

っ
た
り
と
い
う
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
自
宅
で
暮
ら
せ
る
期
間
が
長

く
な
る
。
年
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
が

徐
々
に
衰
え
て
死
に
至
る
の
で
は
な
く
、

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を

送
り
な
が
ら
、
亡
く
な
る
直
前
に
ス
ト
ン

と
落
ち
て
最
期
を
迎
え
る
「
直
角
型
・
終

末
低
下
型
老
化
モ
デ
ル
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
が
、
こ
れ
が
実
現
で
き
て
長
患
い
が

少
な
く
な
れ
ば
、
自
宅
で
最
期
ま
で
過
ご

せ
る
可
能
性
は
高
く
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

と
リ
ハ
ビ
リ
の
体
制
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
予
防
に
は
生
涯
教
育
と
定
期
的
な

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
専
門
家
に
よ
る
指
導
を
、

リ
ハ
ビ
リ
に
は
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法

士
に
よ
る
身
体
機
能
強
化
・
維
持
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
加
え
て
、
食
事
を
き
ち
ん
と
と

り
続
け
る
た
め
の
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
嚥

下
訓
練
な
ど
を
、
在
宅
で
広
く
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

長
寿
化
に
加
え
、
核
家
族
化
、
未
婚
率

の
上
昇
、
出
生
率
の
低
下
な
ど
で
、
こ
れ

か
ら
独
り
暮
ら
し
の
人
が
増
え
て
い
く
。

２
０
１
０
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
単
身

世
帯
は
１
６
７
８
万
５
千
世
帯
で
、
全
体

の
３
割
超
。
65
歳
以
上
の
単
身
者
は
480
万

人
に
の
ぼ
り
、
２
０
２
５
年
に
は
670
万
人

に
ま
で
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
（
２
０
１

２
年
１
月
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」）。

老
老
介
護
を
強
い
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
夫
婦
の
み
の
高
齢
世
帯
を
加
え
れ
ば
、

支
援
が
必
要
な
人
は
さ
ら
に
増
え
る
。

年
老
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
健
康
を
保

　1955年、仙台市生まれ。早稲田大学文学
部卒。1979年、読売新聞社入社。甲府支
局、社会部（警視庁、厚生省、宮内庁を担
当）等を経て2000年3月に社会保障部勤務と
なり、2004年10月から同部長。2011年10月
に「読売光と愛の事業団」に出向し、2012
年4月から特別養護老人ホーム・よみうりラ
ンド花ハウス施設長を務めている。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

小畑　洋一
お ばた よう いち

っ
て
身
体
の
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、
胃

ろ
う
な
ど
経
管
栄
養
に
頼
る
こ
と
な
く
好

き
な
物
を
食
べ
て
可
能
な
限
り
自
立
し
て

過
ご
し
、
自
宅
ま
た
は
自
宅
に
近
い
環
境

を
整
え
た
施
設
で
穏
や
か
に
自
然
に
最
期

を
迎
え
る
。
そ
ん
な
「
良
き
終
わ
り
」
を
、

今
後
増
え
て
い
く
高
齢
単
身
世
帯
・
夫
婦

の
み
世
帯
を
含
め
て
、
日
本
中
に
浸
透
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
だ
れ
も
が
長
生

き
を
寿
（
こ
と
ほ
）
ぐ
社
会
に
な
る
。「
在

宅
」
と
い
う
簡
潔
な
言
葉
に
込
め
ら
れ
た

意
味
は
重
く
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
多
い
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
国
や
自
治
体
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
私
た
ち
一
人
一

人
の
問
題
で
も
あ
る
。
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由
と
し
て
、「
医
療
機
関
に
通
院
中
」
の
他
、

「
忙
し
く
て
都
合
が
つ
か
な
い
」「
健
康
に

自
信
が
あ
る
」「
元
気
な
の
で
必
要
な
い
」

と
い
う
状
況
を
掴
み
ま
し
た
。
健
康
な
と

き
に
受
け
る
の
が
「
健
診
」
で
す
。
自
覚

症
状
が
な
い
う
ち
に
受
診
す
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
事
実
を
、
私
た
ち
は
行
政
と
し

て
、
多
く
の
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
わ
な

く
て
は
い
け
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、「
意
識
啓
発
」
の
た
め
、
様
々
な
取

組
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
に
と
っ
て
仕
事

は
生
活
の
た
め
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
条

件
で
す
が
、
そ
の
仕
事
の
た
め
に
お
ろ
そ

か
に
さ
れ
て
い
る
「
健
診
」
を
受
け
や
す

い
健
診
体
制
に
整
え
る
こ
と
で
受
診
し
て

も
ら
い
、
日
々
の
生
活
の
基
礎
が
「
健
康
」

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
と

「
健
診
体
制
の
整
備
」
に
取
組
み
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
意
識
啓
発
事
業

市
の
イ
ベ
ン
ト
や
が
ん
制
圧
月
間
等
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
チ
ラ
シ
の
配
布

下
野
新
聞
、
生
活
情
報
誌
「
ア
ス
ポ
」

へ
の
啓
発
記
事
の
掲
載
（
３
回
）

宇都宮市の
特定健診等における一考察

■
ま
ち
の
概
要
■

「
住
め
ば
愉
快
だ
宇
都
宮
」

宇
都
宮
市
で
は
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

と
し
て
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
宇
都
宮
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

保
健
分
野
に
お
い
て
も
、
食
育
で
は
「
食

卓
も
愉
快
だ
宇
都
宮
」、
健
診
で
は
「
元
気

で
愉
快
だ
宇
都
宮
」
と
し
て
健
康
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

■
は
じ
め
に
■

平
成
20
年
度
に
開
始
し
た
特
定
健
診
特

定
保
健
指
導
も
早
や
５
年
が
経
過
し
、「
宇

都
宮
市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
第

一
期
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
５
年
で
目
標
値
に
及
ば
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
こ
か
ら
取

組
を
考
え
実
施
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
意

識
を
変
え
、
健
診
受
診
に
つ
な
げ
、
さ
ら

に
生
活
習
慣
を
変
え
る
と
い
う
行
動
変
容

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
し
た
の
で
ご

報
告
し
ま
す
。

■
事
業
内
容
■

実
態
の
把
握
と
し
て
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
、
毎
年
特
定
健
診
の
未
受
診
者
に
対

し
て
、
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
と
併
せ
て

未
受
診
理
由
を
き
き
と
り
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
（
図
１
）、
健
診
を
受
け
な
い
理

保健師活動報告

宇都宮市保健所　健康増進課 湊　裕子

図１　未受診の状況

医療機関に医療機関に
かかっているからかかっているから
　　44％　　44％

忙しくて都合が忙しくて都合が
つかなかったからつかなかったから
　　20％　　20％

健康には自信がある。健康には自信がある。
元気なので必要ない。元気なので必要ない。
　　　16％　　　16％

医療機関に
かかっているから
　　44％

忙しくて都合が
つかなかったから
　　20％

健康には自信がある。
元気なので必要ない。
　　　16％

たまたま
受け忘れた
　4％

面倒だから
　3％ その他その他

13％13％
その他
13％
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国
保
だ
よ
り
（
４
回
）
へ
の
掲
載

啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
等

②
健
診
体
制
の
整
備

子
育
て
世
代
の
託
児
付
検
診
（
８
回
）

働
き
世
代
の
早
朝
、
夜
間
健
診
（
１
回
）

被
扶
養
者
の
た
め
の
協
会
け
ん
ぽ
と
の

共
催
健
診
（
１
回
）

③
関
係
機
関
と
の
連
携

健
診
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
通
し
て
医

師
と
の
連
携
（
年
２
〜
３
回
）

保
健
指
導
機
関
と
の
情
報
交
換
（
２
回
）

■
実
施
効
果
■

①
意
識
啓
発
事
業
は
、
様
々
な
場
所
で
、

様
々
な
対
象
の
目
に
触
れ
る
よ
う
、
あ

ら
ゆ
る
媒
体
を
通
し
て
説
明
し
、
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
は
健
診
予
約
を
取
る
な
ど

工
夫
し
た
こ
と
で
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
た
と
考
え
ま
す
。

②
健
診
体
制
の
整
備
と
し
て
、
託
児
付
き

検
診
は
、
平
成
22
年
度
に
モ
デ
ル
と
し

て
１
回
開
催
し
ま
し
た
。
子
育
て
中
の

母
親
に
大
変
好
評
で
、
現
在
は
年
８
回

の
実
施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
初
の
働
く
世
代
を
対
象
と
し
た

早
朝
や
夜
間
健
診
は
受
診
者
は
少
な
い

で
す
が
、
今
後
市
民
へ
浸
透
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
受
診
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
被
扶
養
者
を
対

象
と
し
た
協
会
け
ん
ぽ
と
の
共
催
健
診

は
大
変
好
評
で
受
診
者
も
満
員
と
い
っ

た
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

③
関
係
機
関
と
の
連
携
と
し
て
、
医
師
や

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
と
の
連
携
は
、

受
診
者
が
、
自
己
の
生
活
を
振
り
返
り
、

生
活
を
変
え
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
を
予
防
す
る
と
い
う
、
こ
の
事

業
の
本
来
の
意
義
を
再
確
認
し
対
策
を

考
え
合
う
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
ま
と
め
■

今
回
、
本
市
で
は
特
定
健
診
や
特
定
保

健
指
導
が
伸
び
な
い
原
因
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
そ
の
後
の
取
組
を
検
討
し
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
や
健
診
に
対

す
る
要
望
を
捉
え
る
こ
と
で
、
低
迷
し
た

特
定
健
診
や
保
健
指
導
実
施
率
を
上
げ
よ

う
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
啓
発
事
業
や

健
診
体
制
の
整
備
を
整
え
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
20
％
か
ら
平
成
22
年
度
23.1
％

と
、
特
定
保
健
指
導
は
1.0
％
か
ら
5.5
％
と

増
加
し
ま
し
た
。（
表
１
）
し
か
し
、
特
定

健
診
は
単
に
受
診
率
を
上
げ
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
早
期
に
保
健
指
導
の
必
要

な
者
を
見
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の

者
が
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
生

活
習
慣
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
特
定
保
健
指
導
を
継
続

さ
せ
る
「
カ
ギ
」
は
二
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
つ
は
家
族
・
友
人
・
上
司
・
同
僚

等
の
対
象
者
自
身
の
行
動
を
否
定
せ
ず
、

自
分
自
身
を
表
現
で
き
る
よ
う
な
支
援
者
、

表１-1　特定健康診査実施状況
項　目 平成20年度 平成21年度 平成22年度

対象者数（人）

受診者数（人）

受診率（％）

目標値（％）

85,020

16,982

20

30

85,965

19,604

22.8

40

86,609

20,009

23.1

50

表１-2　特定保健指導実施状況
項　目 平成20年度 平成21年度 平成22年度

1,706

19

18

1.1

550

14

5

0.9

1

15

1,841

130

128

7

628

21

20

3.2

6

25

1,724

141

107

6.2

555

16

19

3.4

5.5

35

対象者数（人）

利用者数（人）

終了者数（人）

実施（終了）率（％）

対象者数（人）

利用者数（人）

終了者数（人）

実施（終了）率（％）

実施（終了）率（％）

目標値（％）

動機づけ
支援

積極的
支援

つ
ま
り
見
守
る
人
の
存
在
で
あ
り
、
一
つ

は
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
受

け
皿
で
あ
り
ま
す
。
保
健
指
導
で
身
に
つ

い
た
生
活
習
慣
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
健

康
づ
く
り
の
場
の
提
供
で
あ
り
ま
す
。
今

後
、「
宇
都
宮
市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計

画
」
第
二
期
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
特

定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
の
向

上
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
の
支
援
者
の
育
成
に
つ
い
て

も
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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― 日光市 ―

保険者だより

　日光市では、日頃の食生活を見直し、生活習慣病を予防することを目的として栄養指導を
伴った調理教室を実施しています。

●市内の１２公民館で開催（全８１回）
●平成２３年度は２０９人
　（延べ９２０人）が参加

●毎回『にっこうのびのび体操』でカラダ
を動かしてから調理実習を行います。
（日光和楽踊りの音楽を取り入れた市
独自の体操です）

●肥満予防、減塩、骨粗しょう症予防、美容
などを意識した約５００ｋｃａｌの献立です。
●試食をしながら栄養講話も行います。

生活習慣病予防のための栄養調理教室生活習慣病予防のための栄養調理教室生活習慣病予防のための栄養調理教室生活習慣病予防のための栄養調理教室生活習慣病予防のための栄養調理教室
国保・公民館共催事業国保・公民館共催事業国保・公民館共催事業国保・公民館共催事業国保・公民館共催事業

食生活を見なおして食生活を見なおして
健康づくり健康づくり

食生活を見なおして
健康づくり
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①星座　②血液型　③今一番挑戦したいこと　④今一番気になること　⑤趣味・特技　⑥座右の銘・好きな言葉
⑦健康法・ストレス解消法　⑧夢　⑨町（街）の自慢をしてください　⑩国保事業に携わっての感想・意見

国保経験年数　 1 年
①　山羊座
②　Ａ型　
③　体脂肪率を1桁にする。自転車で遠い
ところへいく。
④　頭皮の健康
⑤　料理・バトミントン・ジョギング・カフェ
巡り

⑥　継続は力なり
⑦　冷蔵庫にあるモノで何かを作って食べ
る。美味しくできないと余計ストレスが溜
まる。
⑧　幸せな家庭を築くこと。寛大な心を持
つこと。
⑨　交通の要衝となっていて都心に出か
ける際、アクセスが便利です。
　　おしゃれなカフェや小洒落たバーなど
もありとても住みやすい街です。
⑩　国保事業に携わったことで健康保険
の仕組みを知ることができてとてもうれ
しく思います。来客や事務量も多く大変
な職場かもしれませんが、やりがいを感
じております。

石 橋　康 宏 伊 澤　沙 織
いし ばし ひろやす い ざわ おりさ

小山市
国保年金課  国民健康保険係

主　　事

国保経験年数　 0 年 6ヶ月

①　うお座

②　Ａ型　

③　一人暮らし

④　将来の自分

⑤　ジグソーパズル

⑥　為せば成る

⑦　旅行

⑧　世界一周

⑨　多種の農作物がつくられる緑豊か

な町ですが、一方で工業も盛んな町で

す。お祭りなどの行事も多く楽しい町

ですので、皆さんも一度遊びに来てく

ださい。

⑩　国保について全く知識がなかったの

で、毎日新しい発見ばかりです。

　　多くの知識を身につけられるよう

日々勉強していきたいと思います。

上三川町
保険課　国保係
主 事 補
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リ ポ ー ト

平
成
24
年
９
月
10
日
（
月
）
に
、
国
保

連
合
会
大
会
議
室
に
お
い
て
、
国
保
事
務

担
当
職
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
会
は
、
市
町
に
お
け
る
国
保
事

務
担
当
者
の
資
質
向
上
と
事
務
の
適
正
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お

り
、
各
市
町
国
保
担
当
者
等
28
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。

国
保
の
現
状
と
課
題
を
整
理

最
初
に
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医

療
課
課
長
補
佐
梅
山
栄
司
氏
に
よ
る
「
栃

木
県
の
国
民
健
康
保
険
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
」
と
題
す
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ

た
。講

演
で
は
ま
ず
、
市
町
村
国
保
の
抱
え

る
構
造
的
な
問
題
を
整
理
し
た
。
具
体
的

に
は
、
年
齢
構
成
が
高
く
、
医
療
費
水
準

が
高
い
こ
と
、
所
得
水
準
が
低
い
こ
と
、

保
険
料
負
担
が
重
い
こ
と
な
ど
を
市
町
村

国
保
以
外
の
保
険
者
と
の
比
較
等
を
通
じ

て
挙
げ
た
。

次
に
市
町
村
国
保
の
保
険
料
（
税
）
収

納
率
の
状
況
を
説
明
し
、
最
後
に
特
定
健

康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
概
要
を
説
明

し
た
。

国
保
事
務
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究

討
議

引
き
続
き
、「
保
険
給
付
」、「
資
格
得
喪
」、

「
保
健
事
業
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
が

行
わ
れ
た
。
分
科
会
で
は
、
栃
木
県
保
健

福
祉
部
国
保
医
療
課
よ
り
、
梅
山
栄
司
課

長
補
佐
、
伊
藤
哲
也
主
任
、
藤
野
稔
央
主

事
、
堀
布
祐
美
主
事
を
助
言
者
と
し
て
、

事
前
に
各
市
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
国
保
事

務
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
討

議
と
各
市
町
間
で
の
意
見
・
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

研
修
会
の
参
加
者
か
ら
は
、「
各
市
町
の

事
例
や
取
組
み
が
把
握
で
き
、
参
考
に
な

っ
た
。」、「
実
務
上
の
問
題
点
が
わ
か
っ

た
。」、「
各
市
町
の
国
保
担
当
者
と
の
情
報

交
換
が
で
き
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。」
な
ど

の
声
が
多
数
あ
っ
た
。

国保事務に必要な
知識と情報を習得

特別講演を行う梅山栄司氏

分科会で研究討議を行う参加者

平成24年度国保事務担当職員研修会
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第三者行為損害賠償求償事務コーナー

○他人性の問題により自賠責保険より支払いが受けられなかった事例

事業振興課　共同事業担当　TEL：028－622－7815
第三者行為（交通事故）に関する問合せ

事故状況：午後10時ごろ、友人宅から自宅に帰宅するため、被害者は迎えに来
た配偶者（専業主婦）の運転する普通貨物自動車（契約者：被害者が役員の株式
会社Ａ）に同乗し、片側1車線の直線道路を北進走行していたところ、タイヤが
破裂した衝撃で普通貨物自動車が回転し、反対車線のガードレールに衝突しまし
た。

　この事故で、被害者は頚椎捻挫及び腰部捻挫の負傷をし、国民健康保険を使用
して治療を行い、相手方（加害者）である運転手（配偶者）の自賠責保険に対し
て求償いたしましたが、自賠責保険の支払対象外となりました。

1. 問題点
　　自賠責保険の対象可否について、即ち、被害者自身が「他人」に該当するか否かが問題となります。

2. 判断基準
（1）　他人性について
　自賠法第3条は、「自己のために自動車を運行の用に供する者（運行供用者）は、その運行によって他人の
生命又は身体を害したときは、これによって生じた損害を賠償する責に任ずる。（以下省略）」と定めていま
す。従って、自賠責保険の支払対象となるには、被害者がここでいう「他人」に該当することがその要件となり
ますが、「他人」とは、「運行供用者」「運転者（運転補助者）」以外の人を指します。そして、「運行供用者」とは、
一般にその自動車の運行に関する支配権を有し、あるいは運行による利益が帰属する人のことをいいます
が、所有者等その自動車を使用する権利を有する人は「運行供用者」に該当するため、基本的に自賠責保険
の支払対象とはなりません。

　本件においては、被害者、配偶者、株式会社Ａの3者が「運行供用者」に該当することとなりますが、このよ
うに複数の「運行供用者」が存在する場合には、運行供用者内部間で運行支配の程度を比較検討した上で
「他人性」に該当するか否かを判断することとなります。

　そこで第一に、運行支配の程度につき、被害者、配偶者、株式会社Ａとの間で比較すると、事故当時は友人
宅にいる被害者を迎えに行くために、配偶者が当該車を運行の用に供していたもので、私的な目的で使用さ
れていたことが確認でき、会社による運行支配は及ばないと判断します。

　次に、被害者と配偶者との間で比較します。この点、被害者は「会社」の役員であり、所有者と同等とみなさ
れます。一方、配偶者は「会社」の社員ではなく主婦であること、また事故発生当時は、被害者を迎えに行くた
めに当該車を運行の用に供していたこと、さらに、当該車の使用頻度は被害者の方が高いことに加え、両人が
夫婦であること等も勘案すると、当該車による事故発生を主体的に防止すべき立場にあったのは被害者で
あったと評価されます。
　即ち、被害者の運行支配の程度は、配偶者のそれに比し優っていたと認められます。
　従って、被害者は自賠法第3条にいうところの「他人」に該当しないことから、自賠責保険の支払対象外とな
りました。

支払不能理由
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史跡を訪ねて
今回は、那珂川町（小川地区）を歩きました。

那珂川町（小川地区）には、駒形大塚古墳、那須八
幡塚古墳、富士山古墳や那須神田城跡、那須官衙遺
跡など、史跡が数多くあります。

今回は、そのような古を感じさせる町のウォーキ
ングコースの一つを紹介します。

歩歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

あのあの道このこの道あの道この道

那珂川町役場小川庁舎　⇒　那須官衙遺跡　⇒　ふるさとの森公園　⇒　大日堂

今回のウォーキングコース 約3.2km

那須官衙遺跡は古代那須国（郡）の中心地として、奈良時代から平安初期にかけて栄えたところです。
ふるさとの森公園には、「匠の館」、「民族資料館」、「なす風土記の丘資料館」、そば処「ふれあいの舎」

などがあります。
大日堂は須藤権守貞信（那須与一の祖）が那須神田城を築いた際、乾（いぬい）の鎮として建立された

と一説にはいわれています。
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13日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 鹿沼市

14日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室

国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 市貝町

15日　審査委員会（～18日） 審査委員会室

21日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室

15日　徴収アドバイザー派遣事業（10：30～） 小山市

16日　徴収アドバイザー派遣事業（10：30～） さくら市

審査委員会（～19日） 審査委員会室

21日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室

24日　事務部会（13：30～） ９階会議室

25日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室

６日　理事会（14：00～） ９階会議室

８日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室

15日　審査委員会（～18日） 審査委員会室

21日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室

介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室

22日　通常総会（10：00～） ９階会議室
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記

今
回
の
「
歩
こ
う
、
歩
こ
う
！
あ
の
道
こ
の

道
」
の
取
材
で
は
、
那
珂
川
町
を
訪
れ
ま
し
た

が
、
足
を
延
ば
し
て
国
道
２
９
４
号
を
大
田
原

方
面
に
進
む
と
、「
笠
石
神
社
」
が
見
え
て
き
ま

す
。小

さ
な
神
社
な
の
で
す
が
、
こ
の
神
社
に
祀

ら
れ
て
い
る
石
碑
（
那
須
国
造
碑
）
は
「
国
宝
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
説
明
は
紙
幅
の
関
係

で
割
愛
し
ま
す
が
、
神
社
に
お
願
い
す
れ
ば
見

せ
て
も
ら
え
ま
す
。

と
ち
ぎ
の
貴
重
な
宝
で
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
お
参
り
し
て
み
て
は
。
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